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昨
年
末
に
「
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
・
冬

季
宿
泊
キ
ャ
ン
プ
」
が
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な

り
実
施
さ
れ
た
。

　

冬
の
体
験
活
動
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
高
め
る
好
機
で
、
野
外
体
験
は
「
生
き
る
力
」

を
育
む
キ
ャ
ン
プ
と
位
置
付
け
る
。「
自
主
性
と

協
調
性
」
は
人
と
関
わ
る
事
か
ら
学
び
、
厳
し
い

環
境
の
中
に
身
を
留
め
る
体
験
は
一
人
一
人
の
感

性
を
否
応
な
く
豊
か
に
磨
い
て
ゆ
く
。
子
ど
も
た

ち
の
成
長
に
感
心
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
参
加

し
た
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
に
と
っ
て
、
青
年
リ
ー

ダ
ー
の
存
在
は
指
導
者
と
し
て
輝
い
て
見
え
た
事

だ
ろ
う
。

　

ま
た
年
明
け
の
年
度
最
終
の
事
業
で
あ
る
ド
ッ

ヂ
ビ
ー
大
会
で
は
選
手
の
目
が
輝
い
て
い
た
。
昨

年
か
ら
5
秒
ル
ー
ル
を
導
入
し
ス
ピ
ー
ド
感
が
増

し
た
。
異
年
齢
の
入
り
混
じ
る
チ
ー
ム
と
は
思
え

な
い
小
学
低
学
年
か
ら
中
学
生
に
よ
る
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
と
戦
術
、
実
力
は
明
ら
か
に
上
達
し
て
い
る
。

感
性
を
磨
き
、
個
性
を
引
き
出
す
団
体
戦
は
応
援

す
る
側
を
引
き
込
み
魅
了
し
た
。

　

そ
こ
に
は
誠
実
な
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
感
動
し

て
止
ま
な
い
関
係
諸
団
体
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
・
少

連
協
・
全
て
の
キ
ャ
ス
ト
か
ら
強
い
ま
な
ざ
し
を

感
じ
た
。
子
ど
も
に
寄
り
添
う
優
し
い
心
に
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▲ディスクキャッチ！

▲選手宣誓！

▲大会会場の様子

第
12
回
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
大
会

　

少
連
協
恒
例
の
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
大
会
が

2
月
11
日
に
足
立
区
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
で
熱
い
歓
声
の
中
、
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
先
立
ち
、
1
月
30
日
に
ギ

ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
で
参
加
予
定
チ
ー
ム
の

キ
ャ
プ
テ
ン
が
真
剣
な
面
持
ち
で
一
堂

に
会
し
、
試
合
ル
ー
ル
や
運
営
な
ど
、

大
会
進
行
及
び
対
戦
相
手
を
決
定
し
ま

し
た
。

　

大
会
当
日
に
は
、
総
勢
３
１
０
名
の

選
手
が
参
加
し
、
小
学
生
の
部
17
チ
ー

ム
が
そ
れ
ぞ
れ
３
試
合
、
小
中
学
生
の

部
５
チ
ー
ム
が
総
当
た
り
４
試
合
に
挑

み
ま
し
た
。
各
チ
ー
ム
と
も
試
合
攻
略

や
技
術
の
向
上
が
見
ら
れ
、
ど
の
選
手

も
、
ま
な
じ
り
を
決
し
な
が
ら
も
ゲ
ー

ム
を
楽
し
ん
で
い
た
様
子
で
し
た
。

　

一
方
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
の
羽

住
会
長
を
は
じ
め
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

の
皆
様
及
び
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ

ブ
の
皆
様
の
多
大
な
る
ご
協
力
に
よ
り
、

試
合
が
ス
ム
ー
ス
に
運
べ
、
大
会
が
無

事
終
え
ら
れ
ま
し
た
。

（
事
業
研
修
部
長
　
多
島
　
三
好
）
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▲小中学生の部　優勝　ピンクパンサーＡ▲小学生の部　優勝　カバチジュニア

 
  チーム にインタビュー！！ 

“ ” “ ” 

 

♫ 優勝した今の気持ちは？ 

（カ）４連覇だ！めちゃうれしい。 

（ピ）うれしい！最高！！ 
 
♫ ドッチビーの練習は楽しかったですか？ 

（カ）みんなで仲良くできて楽しかった。 

（ピ）おやじの会のお父さんたちがコーチをしてくれた 

（コーチは神！）。すごい楽しかった。 

 

♫ 何回ぐらい練習しましたか？ 

（カ）２ヶ月の間、週１回ぐらいのペースでした。 

（ピ）１６回ぐらい。 

 
♫ 練習でつらかったことはありますか？ 

（カ）パスが上手くいかなかったとき。 

コーチが厳しかったけど、やさしい。 

（ピ）全くない。 

 
♫ 来年度も参加したいですか？ 

（カ）６年だから、小中チームで参加したい。 

（ピ）はい！参加します。 
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令
和
元
年
10
月
４
日
㈮
か
ら
５
日
㈯

の
２
日
間
に
わ
た
り
、
第
53
回
全
国
子

ど
も
会
育
成
中
央
会
議
・
研
究
大
会
が

岡
山
県
倉
敷
市
に
お
い
て
、
全
国
か
ら

６
９
０
名
の
出
席
の
中
、
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
会
議
・
研
究
大
会
の
メ
イ
ン
テ

ー
マ
は
、「
未
来
の
こ
ど
も
た
ち
の
た

め
の
子
ど
も
会
活
動
」
で
す
。
子
ど
も

会
活
動
等
の
意
義
を
問
い
な
が
ら
、
10

年
後
20
年
後
に
は
明
る
く
晴
れ
や
か
で

あ
っ
て
欲
し
い
未
来
の
子
ど
も
会
の
あ

り
方
を
考
え
、
学
ぶ
と
の
趣
旨
で
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
基
調
講
演
と
し
て
「
今
、
家

庭
・
家
族
に
必
要
な
も
の
」
と
題
し
、

岡
山
県
青
少
年
健
全
育
成
促
進
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
森
美
智
子
氏
の
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。「
幼
児
虐
待
」「
ひ
き
こ
も

り
」「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
」「
親
が
変

わ
れ
ば
、
子
が
変
わ
る
」
等
々
、
話
題

は
身
近
な
も
の
で
し
た
。
ご
自
身
の
子

育
て
や
学
校
教
育
現
場
で
長
年
培
わ
れ

て
こ
ら
れ
た
経
験
に
基
づ
い
た
熱
の
こ

も
っ
た
講
演
で
し
た
。

　

２
日
目
午
前
、「
こ
ん
な
子
ど
も
会

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！
」

　
「
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
シ
ニ
ア
リ

ー
ダ
ー
」「
子
ど
も
の
手
に
よ
る
子
ど

も
会
」
な
ど
、
参
加
者
は
10
の
分
科
会

に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
の
事
例

や
課
題
発
表
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
い
、
分
科
会
の
中

で
発
表
し
、
意
見
を
交
換
し
合
っ
て
い

ま
し
た
。

　

午
後
に
は
、「
キ
セ
キ
の
葉
書
」（
難

病
の
娘
と
認
知
症
と
う
つ
病
を
併
発
す

る
母
を
抱
え
な
が
ら
も
、
降
り
か
か
る

苦
難
を
明
る
く
朗
ら
か
に
前
向
き
に
生

き
抜
く
女
性
の
物
語
）
の
映
画
鑑
賞
を

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
原
作
者
（
脇
谷

み
ど
り
氏
）
の
「
可
能
性
の
扉
を
開
け

て
」
と
題
し
た
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

「
自
分
が
変
わ
る
」「
意
識
を
変
え
る
」

「
自
分
で
挑
戦
す
る
」
な
ど
、
実
体
験

か
ら
の
お
話
で
し
た
。

　

当
協
議
会
か
ら
は
、
鈴
木
春
男
副
会

長
、
鈴
木
健
治
副
会
長
ら
６
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
今
回
の
研
究
会
に
お
い
て
、

子
ど
も
た
ち
と
の
関
わ
り
方
や
自
ら
の

地
域
行
事
を
顧
み
る
こ
と
が
で
き
る
と

と
も
に
、
全
国
各
地
域
の
子
ど
も
会
育

成
者
の
活
動
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
の
少
連
協
の
イ
ベ
ン
ト
を
は

じ
め
、
子
ど
も
会
活
動
に
生
か
し
て
い

け
る
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

な
お
、
こ
の
大
会
に
お
い
て
、「
地

域
の
子
ど
も
会
活
動
を
永
年
支
え
て
来

ら
れ
た
」
と
し
て
、
58
個
人
、
13
団
体

が
表
彰
さ
れ
、
足
立
区
少
連
協
で
は
大

林
英
夫
副
会
長
ご
夫
妻
が
全
国
子
ど
も

会
連
合
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
調
査
広
報
部
長
　
大
関
英
広
）

全
国
子
ど
も
会
育
成
中
央
会
議
等
が
開
か
れ
ま
し
た

「
未
来
の
こ
ど
も
た
ち
の
た
め
の
子
ど
も
会
活
動
」

▲開会式（文部科学大臣代理のあいさつ）

▲分科会（子どもの手による子ども会）

▲受賞された大林英夫副会長ご夫妻
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な
い
紙
の
こ
と
を
学
ぼ
う
」

　

第
二
分
科
会
「
子
ど
も
会
を
進
化
さ

せ
る
に
は
→
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
エ
」

　

第
三
分
科
会
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
に
よ
る
レ
ク
ゲ
ー
ム
の
あ

れ
こ
れ
」

　

第
四
分
科
会
ジ
ュ
ニ
ア
ー
リ
ー
ダ
ー

の
部
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ゲ
ー
ム

の
あ
れ
こ
れ
」

　

全
体
会

で
は
各
部

会
報
告
の

後
「
ジ
ュ

ニ
ア
ー
リ

ー
ダ
ー
２

０
１
９
体

験
交
流
活

動
㏌
桧

原
」
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
披
露

を
行
い
ま

し
た
。

　

閉
会
式
で
は
次
年
度
開
催
地
『
八
王

子
市
子
供
会
育
成
団
体
連
絡
協
議
会
』

に
都
子
連
旗
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。
閉
会

後
「
情
報
交
換
会
」、「
ジ
ュ
ニ
ア
ー
リ

ー
ダ
ー
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
、
他
団

体
と
の
交
流
、
懇
親
を
深
め
有
意
義
な

１
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

（
都
子
連
担
当
副
会
長
　
鈴
木
　
春
男
）

柱
を
軸
に
橋

を
吊
り
、
下

の
両
岸
２
ヵ

所
ず
つ
で
橋

を
引
っ
張
っ

て
支
え
て
い

ま
す
。
こ
の

橋
の
建
設
に

携
わ
っ
た
大

勢
の
方
々
の

技
術
力
と
建

設
へ
の
思
い

を
感
じ
な
が

ら
、
富
士
山
や
駿
河
湾
を
望
む
の
も
感

慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

富
士
山
を
望
む
三
津
浜
で
地
元
で
獲

れ
た
魚
尽
く
し
昼
食
を
楽
し
ん
だ
後
は
、

ミ
カ
ン
狩
り
体
験
で
す
。
木
負
ミ
カ
ン

園
で
夏
ミ
カ
ン
の
よ
う
な
大
き
な
密
柑

に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
実
の
数
が
少

な
い
と
大
き
く
な
る
の
だ
そ
う
で
す
。

陽
が
良
く
あ
た
っ
た
濃
い
色
で
、
皮
の

粒
々
が
詰
ま
っ
て
重
量
感
が
あ
り
、
か

つ
皮
の
薄
そ
う
な
密
柑
が
甘
く
美
味
し

い
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

帰
り
の
車
内
は
時
間
あ
て
ク
イ
ズ
と

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
一
喜
一
憂
、
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

（
総
務
部
副
部
長
　
長
岡
　
智
恵
子
）

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
令
和
元
年
11
月
17

日
㈰
、
下
河
邊
青
少
年
課
長
の
ご
参
加

の
も
と
、
43
名
の
参
加
者
で
午
前
８
時

に
西
新
井
を
出
発
し
ま
し
た
。

　

車
内
で
は
令
和
元
年
度
宿
泊
キ
ャ
ン

プ
の
ビ
デ
オ
研
修
が
あ
り
ま
し
た
。
鹿

浜
育
成
部
長
の
分
か
り
易
い
説
明
で
、

子
ど
も
達
の
失
敗
し
た
こ
と
や
生
き
生

き
と
し
た
様
子
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で

す
。
キ
ャ
ン
プ
生
活
最
後
の
笑
顔
は
自

信
に
溢
れ
て
お
り
、
子
ど
も
達
の
成
長

が
う
か
が
え
る
よ
う
で
し
た
。

　

高
速
道
路
渋
滞
で
国
道
一
号
線
に
進

路
変
更
し
、
箱
根
路
を
行
く
こ
と
と
な

り
、
バ
ス
の
窓
か
ら
の
山
々
の
紅
葉
に

車
内
か
ら
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
目
的
の
三
島
大
吊
橋
（
愛

称
：
ス
カ
イ
ウ
ォ
ー
ク
）
は
日
本
最
長

の
人
道
大
吊
橋

（
歩
行
者
専
用
吊

橋
）
で
箱
根
火
山

の
裾
野
に
あ
る
谷

に
架
け
ら
れ
た
長

さ
４
０
０
メ
ー
ト

ル
の
吊
り
橋
で
す
。

谷
の
両
側
で
上
部

を
引
っ
張
っ
た
支

三
島
ス
カ
イ
ウ
ォ
ー
ク

　
　
　
　

少
連
協
日
帰
り
研
修
会

第
49
回
東
京
都

子
ど
も
会
育
成
研
究
協
議
会

　

令
和
元
年
10
月
27
日
、「
第
49
回
東

京
都
子
ど
も
会
育
成
研
究
協
議
会
」
が

内
閣
府
、
厚
生
労
働
省
、
文
部
科
学
省
、

東
京
都
の
後
援
の
も
と
国
立
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
『 

＃ 

子
ど
も
会

っ
て
い
い
ね
！
』
で
す
。

　

参
加
者
は
指
導
者
・
育
成
者
90
名
、

ジ
ュ
ニ
ア
ー
リ
ー
ダ
ー
25
名
の
合
計
１

１
５
名
で
す
。
足
立
区
か
ら
は
少
連
協

12
名
、
ジ
ュ
ニ
ア
ー
リ
ー
ダ
ー
６
名
の

計
18
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
子
ど
も
会
３
団
体
と
指

導
者
・
育
成
者
３
名
の
方
々
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
は
東
京
都
生
活
文
化
局
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
イ
講
座
の
石
村
吉
暉
先
生

の
「
ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
・
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
」
で
す
。
６
人
毎
の
テ
ー
ブ
ル

に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
意
見
を
出
し
合
う
方
式
で
活
発

な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
分

科
会
を
行
い
ま
し
た
。
各
分
科
会
の
内

容
は
次
の
通
り
で
す
。

　

第
一
分
科
会
「
知
っ
て
そ
う
で
知
ら

▲ダイバーシティグループワーク

▲富士山をバックに笑顔満開

▲三島スカイウォーク
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令
和
２
年
１
月
10
日
㈮
、
勤
労
福
祉

会
館
（
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
）
で
12
名
の
ご

来
賓
を
お
迎
え
し
て
少
連
協
新
年
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
の
区
歌
斉
唱
で
は
馬
場
信
男
常

任
理
事
の
指
揮
の
下
、
参
加
者
１
０
５

名
の
歌
声
が
高
ら
か
に
会
場
に
響
き
渡

り
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
山
本
会
長
の
熱
意
溢
れ
る
挨

拶
に
始
ま
り
、
定
野
司
教
育
長
と
鹿
浜

昭
区
議
会
議
長
よ
り
子
ど
も
た
ち
と
地

域
と
の
関
わ
り
の
重
要
性
と
励
ま
し
の

お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

台
風
19
号
に
よ
る
大
雨
洪
水
時
の
、
学

校
等
の
避
難
所
に
お
け
る
子
ど
も
た
ち

の
活
躍
の
紹
介
も
あ
り
、
今
後
の
少
連

協
活
動
の
励
み
と
な
る
お
話
で
し
た
。

　

懇
談
会
の
席
で
は
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の

近
況
や
子
ど
も
た
ち
の
育
成
の
話
題
に

花
が
咲
き
、
和
や
か
に
歓
談
し
交
流
の

輪
を
広
げ
ま
し
た
。

　

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
は
鉢
花
や
嗜
好
品

等
の
景
品
を
前
に
、
中
々
ビ
ン
ゴ
に
な

ら
な
い
も
ど
か
し
さ
の
中
、
童
心
に
戻

り
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

新
年
会
の
結
び
に
は
、
少

連
協
の
益
々
の
活
躍
と
参
会

者
の
健
勝
と
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
三

本
締
め
と
万
歳
三
唱
を
も
っ

て
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
総
務
部
副
部
長
　
大
山
　
千
恵
子
）

▲サマーフェスティバルの
司会進行もスムーズに

中学生リーダー

▲常任理事の指揮で区歌斉唱

▲サンタさんになって餅つきの
中学生リーダー

▲左から　鹿浜議長、山本会長、
定野教育長、下河邊青少年課長

▲吹奏楽部のオープニング演奏は
もちろん「学園天国」

　

扇
地
少
協
は
扇
小
学
校
と
興
本
学
園

を
拠
点
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
興
本
学

園
は
、
足
立
区
で
最
初
の
小
中
一
貫
校

（
扇
中
学
校
と
興
本
小
学
校
）
で
す
。

　

地
域
は
農
家
が
点
在
す
る
の
ど
か
な

町
で
し
た
が
、
舎
人
ラ
イ
ナ
ー
の
開
業

に
よ
り
ス
ー
パ
ー
や
病
院
・
マ
ン
シ
ョ

ン
等
が
増
え
、
賑
や
か
な
街
に
変
わ
り

ま
し
た
。
活
動
は
来
年
30
回
目
を
迎
え

る
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
地
域
の

餅
つ
き
大
会
等
を
中
心
に
地
域
の
町
会
、

自
治
会
、
マ
ン
シ
ョ
ン
組
合
等
の
青
少

年
部
の
役
員
さ
ん
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
多
数
の

中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
興
本
ク
ラ
ブ

等
に
も
協
力
を
い
た
だ
き
行
っ
て
い
ま

す
。
特
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
（
父
）（
注
：
か

っ
こ
父
と
呼
び
ま
す
）
は
裏
方
さ
ん
と

し
て
活
躍
し
、
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
盛
り
上
げ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
中
学

生
の
リ
ー
ダ
ー
会
も
毎
月
部
会
が
行
わ

れ
、
餅
つ
き
大
会
で
は
サ
ン
タ
さ
ん
に

変
身
し
て
地
域
の
活
動
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。
扇
地
少
協
は
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

応
援
団
と
し
て
相
互
に
連
携
し
て
楽
し

く
活
動
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

（
扇
地
少
協
会
長
　
鈴
木
　
春
男
）

  

新
年
会
を
開
催

地
域
の
応
援
団
と
し
て

和
や
か
に
交
流
の
輪
を
広
げ

扇
地
少
協
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令
和
元
年
12
月
21
・
22
日
、
水
海
道

あ
す
な
ろ
の
里
キ
ャ
ン
プ
場
に
お
い
て

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
冬
季
わ
く
わ
く
キ

ャ
ン
プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
終
了

し
た
５
年
生
を
対
象
に
募
集
し
、
小
学

生
43
名
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ

中
高
生
25
名
、
大
学
生
青
年
リ
ー
ダ
ー

引
率
ス
タ
ッ
フ
を
含
め
総
勢
１
２
０
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

冬
季
と
い
う
事
で
宿
泊
棟
を
利
用
し
、

野
外
炊
さ
ん
は
、
昼
２
回
と
い
う
行
程

で
し
た
。

　

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
全
て
青
年

リ
ー
ダ
ー
が
企
画
し
、
中
高
生
の
ジ
ュ

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
が
５
年
生
と
と
も
に
行

動
を
す
る
と
い
う
長
年
少
連
協
が
掲
げ

て
き
た
目
標
が
形
に
な
っ
た
よ
う
に
思

え
ま
し
た
。

　

中
高
生
の
参
加
も
多
数
あ
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
参
加
し
た
小
学
生
は
と
て
も

心
強
か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
数
多

く
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
で
、

冬
の
寒
さ
も
吹
き
飛
ば
す
程
、
子
ど
も

た
ち
は
元
気
に
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

立
場
が
人
を
作
る
、
環
境
が
人
を
育

て
る
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
が
、
今
回
同
行

し
、
小
さ
な
体
験
の
積

み
重
ね
が
徐
々
に
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
し
、
リ
ー
ダ

ー
の
成
長
に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。
特
に
青
年
リ
ー
ダ
ー
の

成
長
が
著
し
く
見
え
た
の
は
、
私
だ
け

で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
指
導
者
は
、
立
派
な
キ
ャ
ン

パ
ー
を
育
て
る
の
が
目
的
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す

る
た
め
に
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
や
キ
ャ

ン
プ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
（
夏
季
・
冬
季
）
参
加
の

子
ど
も
た
ち
の
成
功
体
験
が
、
今
後
さ

ら
に
素
晴
ら
し
い
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

に
な
る
た
め
の
資
質
を
身
に
つ
け
た
と

確
信
し
て
い
ま
す
。（

書
記 
田
中 

加
代
）

▶
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
大
会
で
も
大
活
躍

▲野外炊さん

　

現
在
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
に

は
中
学
１
年
生
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で

の
約
60
名
が
所
属
し
て
お
り
、
私
た
ち

高
校
１
年
生
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
毎
月
定
例
会
を
行
う
と
と
も
に
毎

月
行
わ
れ
る
ス
ー
パ
ー
研
修
会
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
今
年
度
は
小

学
生
を
対
象
と
し
た
各
地
少
協
の
ジ
ュ

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
で
の
助
手
を
始

め
、
８
月
、
12
月
に
行
っ
た
キ
ャ
ン
プ

の
企
画
と
実
施
、
そ
の
他
、
地
少
協
で

の
イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い
な
ど
で
も
活

動
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
今
年
度
は
、
他
区
他
県
の
ジ
ュ

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
関
わ
る
機
会
も
多
く

い
た
だ
き
、
互
い
に
良
い
刺
激
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
他
区

他
県
と
の
方
々
と
さ
ら
に
交
流
を
し
、

学
び
を
得
て
足
立
区
の
活
動
に
生
か
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
沢
山
の
メ
ン
バ
ー

が
加
わ
り
さ
ら
に
活
気
が
増
し
て
き
ま

し
た
。
一
人
一
人
が
意
欲
を
持
っ
て
積

極
的
に
活
動
に
取
り
組
め
る
よ
う
新
た

に
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
の
今
後

の
方
針
を
考
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

冬
季
わ
く
わ
く
キ
ャ
ン
プ

活
動
の
今
後
を
考
え
る

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ

　

会
長
と
し
て
は
「
頼

ら
れ
る
人
に
な
り
た

い
」
と
い
う
こ
と
を
目

標
に
活
動
し
て
き
ま
し

た
。
う
ま
く
い
っ
た
こ

と
、
い
か
な
か
っ
た
こ
と
が
多
く
あ
り

ま
し
た
が
、
今
後
、
会
長
で
な
い
と
し

て
も
日
々
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
活
動

を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
精
進
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
足
立
区
の
た
め
に
ジ
ュ

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
一
丸
と
な
っ
て

活
動
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

ご
支
援
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
足
立
区
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ

　
会
長
　
大
塚
　
琴
音
）
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に
引
き
続
き
「
話
し
方
講
座
」
が
あ
り
、

「
き
っ
か
け
は
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
や
「
３
Ｓ
（
ス
マ
イ
ル
、
シ
ェ
イ

ク
ハ
ン
ド
、
サ
イ
ン
）」
な
ど
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
草
の
重
要
性
が

身
振
り
手
振
り
を
交
え
な
が
ら
語
ら
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
交
流

会
及
び
江
東
五
区
代
表
者
の
情
報
交
換

会
が
行
わ
れ
、
日
ご
ろ
の
活
動
内
容
や

課
題
な
ど
交
換
し
合
い
、
相
互
に
交
流

懇
親
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

（
調
査
広
報
部
長
　
大
関
英
広
）

あ　り　が　と　う

令和元年10月9日　総務部長　小野田みよ子氏
（享年72歳）が逝去されました。
生前のご功績をしのび、謹んでご冥福をお祈り
申し上げます。

経歴
平成15年～    　舎人地少協会長
平成16～18年    少連協会計    
平成19～20、23～30年    少連協書記    
平成21～22年    少連協調査広報部長    
平成31年～   少連協総務部長    
長年にわたり、地域の青少年健全育成にご尽力
されるとともに、少連協役員として重責を担っ
てこられ、少連協ニュースの広報活動にもご尽
力され、これらのご功績により都子連及び全子
連からも表彰されました。
本当にありがとうございました。

し
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

　

続
い
て
、
２
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
、

育
成
者
向
け
に
は
「
子
ど
も
の
活
動
を

ど
う
評
価
し
た
ら
い
い
の
か
」
を
テ
ー

マ
に
東
京
学
芸
大
学
准
教
授
の
小
森
伸

一
氏
か
ら
、「
子
ど
も
の
活
動
に
お
い

て
他
者
と
の
考
え
共
有
の
大
切
さ
」
や
、

「
子
ど
も
の
褒
め
方
で
～
結
果
・
才
能

～
で
は
な
く
て
～
努
力
や
プ
ロ
セ
ス
～

を
褒
め
る
『
勇
気
づ
け
る
』
イ
メ
ー
ジ

で
」
が
講
義
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
向
け
に

は
、
金
原
亭
世
之
介
氏
か
ら
基
調
講
演

　

こ
の
会
議
は
、
江
東
区
・
墨
田
区
・

葛
飾
区
・
江
戸
川
区
と
足
立
区
が
毎
年

輪
番
で
担
当
し
、
本
年
度
は
足
立
区
が

主
催
者
で
１
月
26
日
㈰
、
区
立
東
綾
瀬

中
学
校
を
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
体
育
館
に
は
、
江
東

五
区
か
ら
１
３
３
人
と
足
立
区
の
ジ
ュ

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
32
人
が
集
い
ま
し
た
。

大
学
教
授
で
落
語
家
で
も
あ
る
金
原
亭

世
之
介
氏
か
ら
『
あ
い
さ
つ
の
「
バ

カ
」
ち
か
ら
』
と
題
し
た
基
調
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。
落
語
「
時
そ
ば
」
を
皮

切
り
に
、
あ
い
さ
つ
の
仕
方
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方
の
大
切
さ
な

ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
受
講
者
を
実
験

台
に
し
て
、
あ
い
さ
つ
が
相
手
に
与
え

る
影
響
の
度
合
い
が
ど
れ
ほ
ど
大
き
い

か
を
目
の

当
た
り
に

し
ま
し
た
。

会
場
内
の

皆
さ
ん
は
、

真
に
あ
い

さ
つ
の
持

つ
パ
ワ
ー

を
再
認
識

編
集
後
記

江
東
五
区

少
年
団
体
代
表
者
会
議
開
催

▲葛飾区子ども会育成会連合会
　会長　石橋健一氏

▲東京学芸大学
准教授　小森伸一氏

▲金原亭世之介氏

　

様
々
な
活
動
を
通
し
て
、
成
長
し
て

い
く
子
ど
も
の
姿
を
お
届
け
す
る
誌
面

を
目
指
し
て
作
成
し
て
き
ま
し
た
。

　

来
年
度
も
、
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に

役
立
つ
活
動
を

し
て
い
き
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し

ま
す
。（
Ｋ
・
Ｋ
）


